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読者の皆さまの気になる橋をご紹介ください。ご当

地自慢の橋、その橋にまつわるエピソード、橋の疑

問などなど、橋にまつわる事なら大歓迎です。

宛　先

富士に映え

暴れ川・富士川に

架かる橋

2
0
0
2
（
平
成
14
）
年
完
成
。

主
径
間
部
分
が
2
径
間
連
続
の

斜
張
橋
で
、
全
長
4
7
7
ｍ
、

2
車
線
。
主
塔
な
ど
に
地
震
計
、

傾
斜
計
、
温
度
計
が
設
置
さ
れ
、

安
全
性
や
耐
久
性
な
ど
の
デ
ー

タ
が
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ

て
い
ま
す
。

1
9
2
3
（
大
正
12
）
年
に
完
成
し
た
旧
「
山
彦
橋
」
の
代
替
と
し

て
、
1
9
8
6
（
昭
和
61
）
年
に
完
成
し
た
ア
ー
チ
橋
。
橋
長

1
6
6
ｍ
、中
央
支
間
1
0
0
ｍ
。
宇
奈
月
駅
近
く
の
「
や
ま
び
こ

展
望
台
」
は
、新
旧
山
彦
橋
を
望
め
る
絶
好
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
。

1
9
8
4
（
昭
和
59
）
年
に
完
成
し

た
、
橋
長
99
ｍ
の
ニ
ー
ル
セ
ン
・
ロ

ー
ゼ
橋
。
ア
ー
チ
部
材
と
補
剛
桁

の
間
に
ケ
ー
ブ
ル
を
網
目
状
に
張

る
こ
と
で
、
全
体
の
重
量
を
軽
く

す
る
こ
と
が
で
き
、た
わ
み
、振
動

の
面
で
有
利
に
な
る
構
造
を
持
っ

て
い
ま
す
。

札
内
清
柳
大
橋�

さ
つ
な
い
せ
い
り
ゅ
う
お
お
は
し

北
海
道
帯
広
市

・
幕
別
町

道
の
駅
「
足
寄
湖
」
か
ら
約
50
km

新
山
彦
橋

し
ん
や
ま
び
こ
ば
し

富
山
県
黒
部
市

・
宇
奈
月
温
泉

道
の
駅
「
万
葉
の
里
高
岡
」
か
ら
約
74
km

 
北
ア
ル
プ
ス
か
ら
日
本

海
へ
、
黒
部
川
が
巨
大
な

Ｖ
字
に
刻
ん
だ
長
さ
86
km

、
標
高
差
３
千
ｍ
の
黒
部

峡
谷
。
そ
の
緑
濃
い
断
崖

絶
壁
を
縫
っ
て
走
る
ト
ロ

ッ
コ
列
車
は
、
車
内
を
存

分
に
吹
き
抜
け
る
風
が
ヒ

ン
ヤ
リ
心
地
よ
く
、
今
夏

も
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
。

 
黒
部
峡
谷
鉄
道
本
線
・

宇
奈
月
駅
を
出
て
す
ぐ
渡

る
赤
い
鉄
橋
が
、
観
光
ポ

ス
タ
ー
で
も
お
な
じ
み
の

「
新
山
彦
橋
」
で
す
。
渓

流
か
ら
の
高
さ
40
ｍ
。
電

車
か
ら
の
ぞ
き
込
む
と
め

ま
い
が
す
る
ほ
ど
で
、
乗

客
の
歓
声
、
嘆
声
が
上
が

り
ま
す
。

 
鉄
橋
を
渡
る
音
が
反
響

し
、
宇
奈
月
温
泉
街
で
や

ま
び
こ
の
よ
う
に
聞
こ
え

る
、
と
い
う
の
が
命
名
起

源
だ
そ
う
で
す
。

 
名
作
映
画
「
黒
部
の
太

陽
」
の
舞
台
に
な
っ
た
ダ

ム
開
発
の
資
材
運
搬
用
だ

っ
た
ト
ロ
ッ
コ
列
車
は
か

つ
て
、
生
命
の
保
証
は
し

な
い
と
の
条
件
付
き
で
登

山
客
な
ど
に
便
乗
を
認
め

て
い
ま
し
た
が
、
１
９
７

０
年
代
か
ら
黒
部
渓
谷
鉄

道
と
し
て
正
式
営
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

 
延
長
約
20
km
の
区
間
に

は
計
21
の
鉄
橋
が
あ
り
、

渓
流
か
ら
の
高
さ
が
60
ｍ

の
「
後
曳
橋
」
や
、
ダ
ム

に
よ
る
野
生
サ
ル
の
移
動

が
妨
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に

設
け
ら
れ
た
と
い
う
「
猿

専
用
吊
橋
」
も
あ
り
ま
す
。

 
「
新
山
彦
橋
」
下
流
に

は
、
ル
ー
ト
変
更
で
廃
止

に
な
っ
た
旧
「
山
彦
橋
」

も
あ
り
、
現
在
は
遊
歩
道

に
な
っ
て
い
ま
す
。

末
吉
橋

す
え
よ
し
は
し

兵
庫
県
三
田
市

道
の
駅
「
み
き
」
か
ら
約
34
km

　
開
通
の
際
、
工
事
担
当

の
北
海
道
庁
帯
広
土
木
現

業
所
が
名
前
を
一
般
公
募

し
た
と
こ
ろ
、
日
本
一
き

れ
い
だ
と
地
域
の
人
々
が

誇
る
札
内
川
の
清
流
と
、

周
辺
に
群
生
す
る
ケ
シ
ョ

ウ
ヤ
ナ
ギ
に
ち
な
ん
だ
命

名
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
周
辺
環
境
と
こ
の
命
名

に
配
慮
し
て
、
橋
も
緑
色

に
彩
ら
れ
、
高
さ
50
m
の

主
塔
上
部
か
ら
下
部
に
か

け
色
調
が
濃
く
な
る
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
帯
広
市
と
幕
別
、
音
更
、

芽
室
町
な
ど
を
つ
な
ぐ
帯

広
都
市
圏
の
環
状
道
路
と

し
て
開
か
れ
た
新
道
で
美

し
い
橋
で
す
か
ら
、
開
通

式
に
は
約
２
千
人
が
集
ま

り
、
幼
稚
園
児
た
ち
が
飛

ば
し
た
鳩
型
風
船
（
環
境

汚
染
に
な
ら
な
い
よ
う
、

落
ち
る
と
土
に
な
る
材
質
）

に
拍
手
喝
采
し
た
と
の
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
環
状
道
道
は
現
在
８
割

が
完
成
し
て
い
ま
す
が
、

帯
広
土
木
現
業
所
で
は
「
完

成
し
た
と
こ
ろ
で
は
狙
い

通
り
の
地
域
振
興
効
果
を

発
揮
し
て
い
ま
し
て
、
札

内
清
柳
大
橋
周
辺
で
は
特

に
、
帯
広
中
心
部
へ
の
交

通
が
便
利
に
な
っ
た
と
し

て
幕
別
町
の
住
宅
開
発
が

進
み
ま
し
た
」
と
振
り
返

っ
て
い
ま
す
。

○東名高速道路・富士川橋（ふじかわはし）

○静岡県・富士市

○道の駅「ふじおやま」から約50km（東

　名高速道路利用）

カレーが私たち日本人の夏の「国民食」

であるなら、「国民的」景色の代表は富

士山ではないでしょうか。そして、ドラ

イブの途中、気軽に富士山の雄姿を堪能

するには、手前に富士川を配置した、こ

の東名高速道路・富士川SAからの眺めが

おすすめです。

さて、日本三大急流に数えられるこの富

士川。かつて橋のない

時代の川渡りは旅人に

は大変な難儀でしたが、

現在は国道1号線や東名

高速道路、東海道線、

東海道新幹線など、それぞれの富士川に

架かる「富士川橋」が膨大な人や物資の

往来を支えています。しかし、今日でも

暴れ川として知られる富士川は台風シー

ズンには急増水することもしばしばです。

これらの「富士川橋」の独自の構造や力

強いデザインは、人知れず災害に立ち向

かっている雄雄しさを秘めています。だ

からこそ、橋の姿がいっそう私たちを惹

き付けるのでしょう。

さあこの夏、ホットなカレーで思いきり

汗をかき、力強い日本の風景に触れて暑

さを吹き飛ばしませんか。

旅人　橋之助

富士山には橋が似合う

橋のコラム

あなたの「気になる橋」を
お寄せください。
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地域の名産物を生み多様に発展している道の駅から、地域と地域、

人と人をつなぎ、歴史やドラマをつくってきた橋を訪ねる旅を続けましょう。
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人
気
の
高
い
水
辺
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
、
特

に
、
釣
り
フ
ァ
ン
に
は
ブ

ラ
ッ
ク
バ
ス
釣
り
の
メ
ッ

カ
と
し
て
知
ら
れ
る
千
丈

寺
湖
。
末
吉
橋
は
、
湖
中

心
の
く
び
れ
た
部
分
を
ま

た
い
で
い
る
美
し
い
ア
ー

チ
橋
で
す
。

　
千
丈
寺
湖
は
、
同
県
施

工
の
青
野
ダ
ム
（
貯
水
量

約
１
万
５
千
ト
ン
）
建
設

に
よ
り
１
９
８
4
（
昭
和

59
）
年
に
完
成
し
た
人
造

湖
。
周
辺
に
は
１
９
８
０

年
代
か
ら
約
10
年
が
か
り

で
兵
庫
県
と
旧
住
宅
・
都

市
整
備
公
団
の
開
発
し
た

総
面
積
１
２
０
０
㎡
の
北

摂
三
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が

あ
り
、
こ
れ
に
伴
う
周
辺

及
び
下
流
域
の
水
害
防
止
、

水
需
要
急
増
対
策
と
し
て

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
末
吉
橋
も
、
こ
の
ダ
ム

建
設
で
沈
ん
だ
県
道
の
付

け
替
え
に
よ
り
同
時
に
生

ま
れ
た
も
の
で
す
。

　
湖
畔
に
は
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
な
ど
の
運
動
公
園
、
多

自
然
型
魚
道
公
園
、
ダ
ム

記
念
博
物
館
な
ど
多
様
な

環
境
整
備
が
施
さ
れ
て
い

る
の
で
、
末
吉
橋
の
デ
ザ

イ
ン
も
環
境
と
の
調
和
が

優
先
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
最
近
は
ご
み

散
乱
な
ど
が
問
題
に
な
り
、

三
田
市
で
は
、
末
吉
橋
を

境
に
自
然
を
利
用
す
る
ゾ

ー
ン
と
保
全
す
る
ゾ
ー
ン

に
分
け
、
各
施
設
を
解
放

し
な
が
ら
も
環
境
保
全
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。


